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上記題目の研究会が 19710年 7月 20日か ら22日まで,京大基準扱理学
研究所で行われた｡ プログラムは下記の通 り,であるe 内容を以下に簡単に報告





















o 簡単を分子結晶VLおける相転移 中 村 伝 (阪大基礎工 )
〇 一固体水素における iil〕ron 本 間 重 雄 (名大工)
oL 固体水琴における基底状態VL隣する藷間藤 宮 城 宏 (阪大基鹿工 )
ら.分光学的方法から見た分子結晶における分子運動
伊 藤 光 男 (東北大理)
(第2日)
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o熱軌定 ･RヲSOrlanCe か ら見た分子結 晶における 相転移 と分子運動
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o Theory of Translational and･OrientationalMeltinglWith
Application to Liquid Crystals
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Z一軸にとります と,電場 Fx,Fyによって Z 一･方向に誇起される電気モー
メン トは






proton chargeの分布を考慮することで約 2Clqo大きくなるとい うことで,
これは相互推用定数を約 40%以上も増大させますので,これまで実験 と合っ
･空 いると考え られたものが,実は再換討を要するという状況陀なりました.
もう一つは,夢物語だけに登場するかに見えた,ほとんど100%に近いオ
･)Lノソ水素,パラ重水素ができるようになって新しい実験が出てきました｡
オルソ水素,パラ重水素の単結晶をつ くるのに成功した とき,おそらくは最
後の研究の段階を迎えることになるでしょう｡
栄) この研究に注意を喚起された伊藤順書先生に感謝しますO
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